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 本研究領域は、がんの進化、ノンコーディング RNA、がん細胞文脈という

概念でシステム的統合理解を深化させようとする提案である。新学術領域研

究「システム的統合理解に基づくがんの最先端診断、予防、治療法の開発（シ

ステムがん）」（平成 22～26 年度）の成果の上に立脚しており、最新の情報科

学の協力によるシステム科学研究としての飛躍的な発展が期待できる。また、

研究目的の妥当性は高く、大規模実世界データからの高次元データ解析技術

の開発研究として、情報科学分野全般への波及効果も期待できる。さらには

ELSI 研究も計画していることから、社会的な意義も大きい。 

 研究組織は、著しい成果を挙げた「システムがん」において中心となった

研究者に加え、新たに ELSI 研究や遺伝統計学を担当する研究者も参画する体

制となっている。加えて、「システムがん」の経験を活かし、総括班によるス

ーパーコンピュータ活用などの支援や講演会の開催、広報などのマネジメン

トも、領域研究推進への貢献が期待できる。 

 

  


